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松原ニュース

ース

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550
　市民安全課　☎337－3151
上下水道総務課　☎337－3135

　松原市および松原市水道事業の入札および見積り
に参加を希望される人は、申請を行ってください。
申請受付の詳細は下記のとおりです。
　なお、登録有効期間内に必ず入札の参加を約束す
るものではありませんので、ご了承ください。

◆申請業種　Ａ.建設工事　Ｂ.測量・建設コンサルタ
ント等業務　Ｃ.物品購入　Ｄ.委託業務
※小規模修繕希望者は、Ｃ.物品購入への申請をお願
いします。
◆申請書配布期間　12月1日㈭～1月20日㈮
（※土・日曜日・祝日・12月30日～1月4日を除く）
◆配布場所　市役所5階契約検査室または市のホーム
ページからダウンロードしてください。
◆申請書受付期間　1月13日㈮～1月20日㈮
（※土・日曜日を除く）
◆登録有効期間
業種Ａ・Ｂ　平成24年4月1日～平成27年3月31日
業種Ｃ・Ｄ　平成24年3月1日～平成27年3月31日

●問合せ　契約検査室・上下水道総務課

お
礼
の
品
を
贈
呈
し
ま
す

競争入札参加資格審査申請
　　　受付について

「
ふ
る
さ
と
寄
附
」

「
が
ん
ば
る
市
民
応
援
基
金
」へ

 

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
人
に

平成24・25・26年度

松原ニュース

ース

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表へ
市役所代表　☎334－1550
市民安全課　☎337－3151

　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
関
連
機
関
が
推
奨
す

る
、
け
が
や
事
故
は
予
防
で
き
る
と
い
う

理
念
の
も
と
、
行
政
や
医
療
機
関
、
自
治

会
組
織
を
は
じ
め
と
し
た
市
民
の
皆
さ
ん

な
ど
多
く
の
主
体
が
協
働
し
て
、
安
心
安

全
の
質
を
高
め
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
活
動

で
す
。
市
で
は
、
大
阪
初
と
な
る
平
成
25

年
度
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
認
証
取
得

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

(

広
報
ま
つ
ば
ら
7
月
号
参
照)

。

　
こ
の
た
び
、
多
く
の
け
が
や
事
故
に
関

す
る
デ
ー
タ
か
ら
、
本
市
の
外
傷
特
性
を

分
析
し
、
松
原
市
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会（
以
下
推
進
協
議
会
）で
、『
子

ど
も
の
安
全
』、『
高
齢
者
の
安
全
』、『
交
通

安
全
』、『
犯
罪
の
防
止
』、『
自
殺
予
防
』、

『
災
害
時
の
安
全
』の
６
つ
の
重
点
課
題
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
６
つ
の

重
点
課
題
を
中
心
に
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ　
市
民
安
全
課

重
点
課
題
ご
と
に
対
策
委
員
会
を
設
置

　
推
進
協
議
会
は
、
医
療
機
関
や
地
域
で

安
心
安
全
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
る
団
体

お
よ
び
市
内
関
係
団
体
、
藤
井
寺
保
健
所

や
松
原
警
察
署
な
ど
関
係
行
政
機
関
の
代

表
者
で
構
成
さ
れ
、
組
織
と
し
て
の
垣
根

を
越
え
、『
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』と
い

う
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
連
携
す
る

た
め
の
会
議
体
で
す
。
対
策
委
員
会
は
、

こ
の
推
進
協
議
会
の
も
と
に
重
点
課
題
ご

と
に
設
置
し
、
課
題
の
抽
出
、
対
策
の
検

討
、
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　　
重
点
課
題
を
選
定
す
る
に
あ
た
り
、
推

進
協
議
会
で
は
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
夜
間
の
無
灯
火
自
転
車
が
原
因
で
起
こ
る

交
通
事
故
へ
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
高
齢
者
の
事
故
に
つ
い
て
、
不
慮
の
窒

息
と
転
倒
転
落
が
大
き
く
目
立
つ
。

○
社
会
的
な
要
因
・
背
景
が
伴
う
も
の
と

し
て
、
自
殺
対
策
や
虐
待
、
凶
悪
犯
、
粗

暴
犯
へ
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
子
ど
も
の
頃
か
ら
防
災
訓
練
に
参
加
す

る
な
ど
防
災
に
対
す
る
啓
発
活
動
が
必
要

で
は
な
い
か
。

デ
ー
タ
分
析
の
結
果

◆『
子
ど
も
の
安
全
』

　

教
育
委
員
会
で
管
理
す
る
保
険
請
求

デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
、
小
学
校
・
中

学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
年
間
約
６
０
０
件
の
け

が
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
８
月
に
実
施

し
ま
し
た
「
松
原
市
民
の
け
が
及
び
安
心

安
全
に
関
す
る
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

（
２
０
１
１
年
）」（
以
下
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
）
よ
り
、
就
学
前
児
童
か
ら
中
学
生
ま

で
の
子
ど
も
を
有
す
る
世
帯
の
う
ち
、
約

40
％
の
世
帯
で
何
ら
か
の
子
ど
も
の
け
が

や
事
故
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　
◆『
高
齢
者
の
安
全
』

　
消
防
署
が
管
理
す
る
救
急
搬
送
デ
ー
タ

（
下
表
参
照
）よ
り
、
年
間
約
５
０
０
件
発

生
す
る
転
倒
転
落
事
故
の
う
ち
、
そ
の

60
％
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
　◆『

交
通
安
全
』

　
外
傷
・
事
故
別
救
急
出
動
件
数
デ
ー
タ

（
下
表
参
照
）で
最
も
多
い
原
因
が
交
通
事

故
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
自
転
車
乗
用
中
、

バ
イ
ク
乗
車
中
の
事
故
で
搬
送
さ
れ
る
件

数
が
約
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

警
察
統
計
よ
り
、
人
口
10
万
人
あ
た
り
の

自
転
車
乗
用
中
、
バ
イ
ク
乗
車
中
の
交
通

事
故
負
傷
者
件
数
が
、
全
国
と
比
較
す
る

と
約
１・
６
倍
も
多
い
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
寄

附
」「
が
ん
ば
る
市

民
応
援
基
金
」へ
、

寄
付
金
額
が
1
万

円
以
上
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
た
人

に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
市
よ
り
お
礼
の
品
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。

　
お
礼
の
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
松
原
市

で
製
造
さ
れ
た
も
の
」「
松
原
市
で
生
産
さ

れ
た
素
材
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
」「
松

原
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
」
な
ど
を

要
件
に
、
下
記
の
６
品
を
選
定
い
た
し
ま

し
た
。

●
「
手
づ
く
り
の
半
生
菓
子
の
詰
め
合
わ

せ
」　
淡
路
屋
製
菓
株
式
会
社

●「
粉
も
ん
詰
め
合
わ
せ
」　
株
式
会
社
和

泉
食
品

●「
銘
茶
セ
ッ
ト『
柔
味（
や
わ
ら
み
）』」　

株
式
会
社
宇
治
森
徳

●「
お
く
さ
ま
印　
お
楽
し
み
セ
ッ
ト
」　

幸
南
食
糧
株
式
会
社

●
「
3
次
元
立
体
設
計
ソ
ッ
ク
ス
『
３
Ｄ 

Ｓ
Ｏ
Ｘ
』」　
コ
ー
マ
株
式
会
社　
　
　
　

●「
ヤ
マ
ゲ
ン
菓
子
詰
合
せ
」　
ヤ
マ
ゲ
ン

製
菓
株
式
会
社　
　
　

※
商
品
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　
市
長
政
策
室
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◆『
犯
罪
の
防
止
』

　
警
察
統
計
よ
り
、
人
口
10
万
人
あ
た
り

の
刑
法
犯
認
知
件
数
を
全
国
と
比
較
す
る

と
、
約
１・
５
倍
も
多
く
、
同
じ
く
人
口

10
万
人
あ
た
り
の
傷
害
事
件
認
知
件
数

は
、
全
国
の
件
数
の
約
3
倍
と
非
常
に
多

い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

◆『
自
殺
予
防
』

　
人
口
動
態
統
計
よ
り
、
毎
年
約
30
人
の

人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
10
代
か

ら
60
代
の
死
因
の
５
位
以
内
に
自
殺
が

入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

◆『
災
害
時
の
安
全
』

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
下
表
参
照
）よ
り
、

約
70
％
も
の
世
帯
が
自
然
災
害
に
対
し
て

不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
松
原
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

よ
り
、
松
原
市
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の
う

ち
、
木
造
戸
建
て
住
宅
の
40
％
に
お
い
て

耐
震
性
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

６
つ
の
重
点
課
題

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◎
平
成
23
年
12
月　
重
点
課
題
ご
と
に
対

策
委
員
会
を
設
置

◎
平
成
24
年
１
月　
対
策
委
員
会
で
の
検

討
開
始

◎
平
成
24
年
5
月　
対
策
委
員
会
中
間
報

告
書
作
成

◎
平
成
24
年
8
月　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
認
証
セ
ン

タ
ー
の
事
前
視
察
を
予
定

出典：消防救急搬送データ　

出典：松原市民のけが及び安心安全に関する実態調査アンケート（2011年）　

『
絆
で
つ
く
る　
み
ん
な
の
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
ま
つ
ば
ら
』

を
、
合
言
葉
に
松
原
市
が
よ
り
安

心
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。


